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ン反 トラスト法 (Sherman Antitrasut Act)が制定されると共に,1900年頃
までには30の州がそれぞれ州反 トラスト法をもつに至り,1914年にはシャー
マン法を補強するためにクレイトン法 (Clayton Act as amended by Robinson‐




















4)村上政博『独占禁止法の日米比較 [上]』 弘文堂 1991年,および長谷川俊明『競争社
会アメリカ』中央公論社 1991年。



















































































(資料)″ηの T2s′P%θら′π グπ ttι υπ滋グS″燃 ,
1928.
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資本系統  、カー ネギ )ー(モルガン)(ムー7)(ムーア)(ムーアリ (ムーア)(ゲーツ)(モルガン)(モルガン)
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出 典 :Federal Trade Commission,τあι υπグιグS″ιs S′
“
′Iπ″ιs′η
απ″ frs lπ″γπα′グοηα′Rグυαた (Washington,D.C.1977), p.
157 ; and lnternatiOnal lrOn and Steel lnstitute, ツИαγノグ
S″ι′グη f71,ど%%ιs(1985), p.2.
再引用 :ウォルター・アダムス編『現代アメリカ産業論』第7版 金田



































































11)ウォルター・アダムス編 Fアメリカの産業構造』第6版 金田重喜監訳 青木書店













(1940年下期～43年上期)   (単位 100万ドル)




















運 輸 機 械 ・ 軍 用 車
工作機械・金属加工機
(資料)燃″ιss″′″,1943年6月19日,I%οπ 4y,1943年12月23日。







投 資 総 額
うち
国家 投 資











































































a)粗鋼、100万ネット・トン (あるいはショー ト・ トン)。
b)輸出鋼材マイナス輸入鋼材、100万ネット・トン (鋼材 1トンは大体粗鋼1.25トン
に相当する)。
















14)ウォルタ ・ーアダムス編『現代アメリカ産業論』第7版 金田重喜監訳 創風社 1987
年 145ページ (Edited by Walter Adams;The Structure of American lndustry,
Seventh Edition,1986.)











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































15)マイケル・L・ダー トウゾス他『Made in America―アメリカ再生のための米日欧
産業比較」(Michael l.Dertouzos et al.;Made in America,Massachusetts lnstitute
of Technology.1989.)依田直也訳 草思社 1990年 380ページ。
16)ウォルター・アダムス編 前掲書 第7版 146～149ページ。
17)ジョン・ストロマイヤー 前掲書 57ページ。
18)レオナー ド・H・リン『イノベ~ンヨンの本質― 鉄鋼技術導入プロセスの日米比較』
(leonard H.lynn,How Japan lnnovates,A Comparison with the U S.in the Case





























20)ウルター・アダムス編 前掲書 第6版 129ページ。
21)ジョン・ストロマイヤー 前掲書 83,284～285ページ。
22)ウオルター・アダムス編 前掲書 第7版 153ページ。
23)レオナー ド・H・リン 前掲書 113～114,150ページ。





























A.′I｀iffany; The IDecline Of Arnerican Steel,IIO、アヽ4anager en ,Labor,and Govern―




































































































































Source: Authors'estinlates On date frOnl prOducers and AISI, 4″,0%α′、S'ια′グs′′ια′
」?ι,0″′, 1985, tables IA and earlier issues, figures for 1985 are projec‐
tions.
再l引用 :Donarud F.Barnett,RobertヽV.Crandall;Up fronl the Ashes,′「 he Rise








ランク・キャスター (Beam Blank Caster),薄板では薄スラブ連鋳 (Thin
Slab Caster)が開発されたが, これらによって,従来はミニ ミルにとって投




























高 炉 ミ ル
焼  結  炉
コ ー ク ス 炉
高    炉
転    炉



















































Sources:U.S.Federal COmmissiOn,7%′υ%グ′ιグ Sιαル S′
“
′f″グ%s′η απグ Iιs
lπた″2α″οπα′Rグυαた:T%′″グs απグFαιゎ容 Dι″,物ι・″・πg fπ彪′πα′j9%αノCοπクι′グ″υ′―
πos(FTC,1977), P.117: Donald F.Bamett and LOuis Schorsch,S′クノ「 こゎ―
滋αυα′グπ α 32sπ lπグ%s″η (Baninger,1983),303; Marcus and others,И4οz″
S′″′助 %απ′εs,table 26_
a.Cost of pellets delivered to lLake lErie frOm lJ.S.mines.
b.(こ)ost of pellets delivered to Yokohama frOrn Australia.









照的であり,溶銑 (Hot Metal)コス トと鉄層価格は約 3倍差になって1表8)ミ
ニ ミルの競争力を押し上げるに至った。
38)Donarud F.Barnett,RObert W.Crandall;Up fr01n the Ashes,′「 he Rise ofthe Steel












































Sources:〕′Iarcus and Others, I′ツlο″ノ″S′′ι′I:ンπα,77¢ιs,table 19 : David J.Joseph
Co,''The Relationships beti″een Scrap Prices,Steel Production,Purchased Scrap
Receipts, and Scrap lReceipts, and Scrap Exports 1954-1983''(Cincinnati: ′「 he
Company,1984).
a.Price of nurnber l heavy nlelting scrap.





































































41)Statement before the Subcolnnlittee on Trade,House COrnrnittee on Ways and
Means; Problerns Facing the lJ.S.Steel lndustry and]:1.R.5081, the'Fare′「 rade























コ ス ト項 目 87～92年
年 金 関 係
保 険 関 係
その他支援措置
工場・設備 閉鎖






















122             名古屋学院大学論集
進行や鉄鋼需要の変動,VRAの存続如何の問題等 も控 えてお り,一貫 メー
カーの再生は依然 として厳 しい状態にあるといえよう。
6.お わ り に
以上にみてきたように,米国の一貫製鋼メーカーにおける衰退 。再生の構
図は,図2に示すように総括することが出来よう。
巨大な装置産業としての特性をもち,それに伴う組織の肥大化・硬直化や
金融コストの重圧等を抱える鉄鋼業は,寡占化や国家への依存等によるリス
クの軽減を図ろうとする衝動をとりわけ強くもつ産業であった。
USスチールをリー ダーとする強大な寡占体制を確立し,長期にわたって
維持してきた米国鉄鋼業は,厳格な米国独禁法にしばしば抵触し,政府との
対立関係が構造化された。それが,一方では一貫メーカーの対外競争力を減
殺し,また経営の硬直性や消極性を増幅させる方向に作用するところとなり,
日本など外国鉄鋼業に対する重いハンディキャップとなったのである。
他方, こうした寡占体制のアウトサイダーとして登場したミニミルは,寡
占に伴う種々の負の遺産から自由であった。むしろ,寡占体制への挑戦が経
営の積極性をもたらし,その積極的な技術戦略が,小規模生産においても効
率的に経営されうるという特性を一層高めるところとなったのである。まさ
に,軽薄短小化の波に乗った一つの技術革命が,先進国鉄鋼業においてミニ
ミルによって担われることとなった。そして,「ミニミル的経営」により, こ
れらの技術的 。経済的利点をフルに生かして競争力を強め,一貫メーカーの
牙城を席巻していった。これは,経営主体,生産方法を変えたリプレースと
しての側面をも持っていたのである。
一貫メーカーの再生戦略も,上工程と下工程の分離,生産品種の絞り込み
などにみられるように, ミニミルの生産 。経営システムを一部採用する方向
にシフトしており, しかも,国家の助成に加えて, 日本の技術や資金に大き
く依拠して進められてきている。本格的な再生への端緒がようやく切られた
ものの,克服すべき課題は重く,乗り越えるべきハー ドルも高い。
